
　

　

第一回目は、米菓を身近に感じてもらうことが目的です。米菓の製造工程を学んだり試食をすること
で、昨年の授業を思い出しながら米菓をもっと好きになってもらいたいと思います。当社のこれまでの
商品を紹介しながら、どんな味を商品にしてほしいかを考えてもらいます。

※第一回目はそれぞれの学校に分かれて授業をしますので、時間がそれぞれ異なります。

　　　　「明日へつなごうプロジェクト」子どもたちと商品開発コラボ

『おせんべい開発授業』スタート！

2012年6月4日

新潟県長岡市浦9750番地

◆小学校紹介と第一回目授業について

学校名

一回目授業日時

　

『おせんべい開発授業』について

代表
住所

福島県南相馬市立大甕
おおみか

小学校

福島県南相馬市原町区大甕字鶴蒔8 
星　国央　校長

福島県南相馬市立太田小学校

福島県南相馬市原町区益田塩釜236
林　弘美　校長

１５名

授業タイトル 食べたいおせんべいの味！発掘授業

全校児童数 ９０名 ５９名

2012年6月5日(火)9：15～10：00
１７名６年生児童数

2012年6月5日(火)10：25～11：10

授業内容

岩塚製菓株式会社（社長：槇 春夫、新潟県長岡市）は、東日本大震災復興支援「明日へつなご

うプロジェクト」において、福島県南相馬市の小学校で『おせんべい開発授業』を実施し、子どもた

ちと新たな米菓を開発します。

２０１１年７月より始動した東日本大震災復興支援「明日へつなごうプロジェクト」では、南相馬市を

中心に支援活動を行ってまいりました。当初は、おいしい感動をお届けし、被災した子どもたちを元

気づけようと考えて活動して参りましたが、できたての米菓を美味しそうにほおばる子どもたちの無

邪気な笑顔に、参加した当社スタッフの皆が、多くの「元気」と「気づき」を得る機会となりました。子

どもたちの成長こそが、復興の起点でありますし、子どもたちの未来には無限の可能性が拡がって

います。その可能性をもっと引き出すこと、そして活動２年目となる今年は、もっと子どもたちと密接

に関わっていきたいと考え、「商品開発」を通じた支援活動を実施することといたしました。

子どもたちにこれからも夢を持ち続けてほしい――「明日へつなごうプロジェクト」は、これからも子

どもたちの明日を応援してまいります。

NEWS RELEASE

２年目は、南相馬市立大甕小学校、南相馬市立太田小

学校の６年生の児童の皆さんと新しい米菓づくりにチャレ

ンジします。大甕小学校・太田小学校は、ともに福島第一

原発事故により緊急時避難準備区域として閉鎖され、別

の学校に間借りしていましたが、昨年の秋から学校を再開

しました。しかしながら、津波や原発の被害により、いまだ

に半分ほどの児童が戻っていません。

この授業は６月５日（火）にスタートし、味付け・パッケー

ジデザインをするなど、全部で５回の体験学習を行う予定

です。この授業をとおして、子どもたちから商品開発の学

習をしてもらうとともに、それを商品化することで、６年生に

とっては卒業記念となります。また、地元を離れて生活し

ている被災者の方たちへのメッセージとして、絆づくりに繋

がると考えています。

太田小学校

大甕小学校

南相馬市地図



ホームページ

岩塚製菓ホームページ
http://www.iwatsukaseika.co.jp/

明日へつなごうプロジェクト
http://www.iwatsuka.jp/ashitae/

揚げたてちゃん号活動レポート
http://www.iwatsukaseika.co.jp/company/profile/company_news/agetate_report.shtml

田んぼレポート
http://iwatsuka.jp/tanbo_report/

項目日程 内容

『おせんべい開発授業』スケジュール

第５回

10月予定
※2時間授

業

発表会

商品決定／
POP作成

試作体験

発表会／
パッケージ作成

米菓学習第１回

第２回

第３回

7月予定
※2時間授

業

6月5日

食べたい味をもとに当社が試作のために用意した
様々なパウダーで、グループごとに味付け体験を
します。

宿題

食べたい味を考えて、用
紙に記入（後日提出）

パッケージデザインを考
えて用紙に記入（夏休み
後提出）グループごとに商品にしたい味を考えて発表しても

らいます。／パッケージデザインについて学習しま
す。

米菓製造工程を学び、試食体験をとおしてどんな
味を商品にしたいか考えます。

発表したパッケージデザインにより、当社で見本品
を作成し、味・パッケージを含めた発表会をグルー
プごとに行います。

一番いいと思った代表商品を決めます。／店頭で
商品と一緒に飾るPOPの制作の説明をします。

真野小

「明日へつなごうプロジェクト」これまでの活動

備考
※発売は２０１３年３月を予定しています。
※第１回目は分かれて授業をしますが、２回目以降は両校とも大甕小学校に集まり、合同で授業をします。
※２回目以降から大甕小・太田小の児童を一緒にしてグループに分けます。（グループ数はまだ未定）

開催日
36名

第４回

◆揚げたてちゃん号による被災地訪問

1,615名全16校

11月22日

2012年
1月26日
1月27日

362名

2011年

7月11日

鹿島小・小高小・金房小・鳩原小

対象の小学校
6月14日

10月19日

万葉ふれあいセンター内農村環境改善センター

石神第一小

原町第二小・太田小・八沢小・福浦
小・大甕小・高平小

上真野小・石神第二小

児童数 場所

原町第三小体育館

八沢小体育館

原町第一小体育館
原町第三小

422名9月27日

東日本大震災復興支援「明日へつなごうプロジェクト」

http://www.iwatsuka.jp/ashitae/

前川原体育館

上真野小体育館
鹿島小体育館

72名

291名

220名原町第一小
212名

「明日へつなごうプロジェクト」は、２０１１年７月より始動した被災地復興支援活動で、現在は南相

馬市を中心に活動しています。これまで、できたての米菓をお届けする「揚げたてちゃん号」での訪

問や当社主催の家族参加型イベント「田んぼオーナー体験」で南相馬市の方を新潟県長岡市に招

待して田植えを実施するなど、被災地の明日とつながる取り組みを行っています。

２０１１年６月から２０１２年１月まで南相馬市の全小学校の皆さんに出前授業を実施しました。

第1回目授業は終了しました。

http://www.iwatsukaseika.co.jp/
http://www.iwatsuka.jp/ashitae/
http://www.iwatsukaseika.co.jp/company/profile/company_news/agetate_report.shtml
http://iwatsuka.jp/tanbo_report/
http://www.iwatsuka-photo.jp/

